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明
日
へ
の
試
み

1

戦
後
の
大
学
に
お
け
る
体
育
教
育

学
校
教
育
法
が
施
行
さ
れ
た
新
制
大
学
に
お
い
て
は
、当
時
の

若
者
の
健
康
状
態
が
良
く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、大
学
教
育
の

中
に
健
康
教
育
と
し
て
、保
健
体
育
講
義
２
単
位
と
体
育
実
技
２

単
位
は
必
修
科
目
で
展
開
さ
れ
て
い
た
。そ
し
て
１
９
９
１
年
の

大
学
設
置
基
準
大
綱
化
に
よ
って
、保
健
体
育
科
目
４
単
位
に
つ

い
て
は
大
学
の
判
断
に
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、選
択
科
目
に
移

行
し
て
いっ
た
。

立
教
大
学
に
お
い
て
も
１
９
９
５
年
に
一
般
教
育
部
を
改
組
し

て
、保
健
体
育
科
目
を
含
む
一
般
教
養
科
目
を
全
学
共
通
カ
リ

キ
ュラ
ム
運
営
セ
ン
タ
ー
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
頃

か
ら
日
本
の
大
学
に
お
け
る
体
育
系
学
部
の
使
命
が
、全
国
の
保

健
体
育
教
員
養
成
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
科
学
す
る
人
材
養

成
へ
と
変
わ
って
いっ
た
と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、「
体
育
実
技
」と

い
う
科
目
が
全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で「
ス
ポ
ー
ツ
実
習
」

と
名
称
を
変
更
し
た
。教
員
に
つ
い
て
も
体
育
教
員
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

教
員
と
い
う
呼
び
方
を
さ
れ
る
よ
う
に
なっ
た
。

2

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
部
で
の

ス
ポ
ー
ツ
教
員
の
関
わ
り

立
教
大
学
の
い
わ
ゆ
る
一
般
体
育
を
担
当
し
て
い
た
教
員
は
、

大
綱
化
に
よ
る
改
組
に
よって
１
９
９
８
年
に
つ
く
ら
れ
た
コ
ミュニ

テ
ィ
福
祉
学
部
に
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
理
由
と
し
て
は

健
康
、保
健
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、研
究
分
野
の
親
和
性
が
比

立
教
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
学
部
　
・
　
沼
澤 

秀
雄 ﹇
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
学
部
学
部
長
﹈

体
育
、福
祉
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
へ

―
立
教
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
学
部
の
新
設
―
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較
的
高
い
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
 

一
方
で
ス
ポ
ー
ツ
教
員
は
、以
前
か
ら
ハ
ル
バ
ー
ト
・
ダ
ン
が
提

唱
す
る「
よ
り
よ
く
生
き
る
」と
い
う
ウ
エ
ル
ネ
ス
の
考
え
方
に
注

目
し
て
い
た
。そ
の
た
め
、学
内
に
ウ
エ
ル
ネ
ス
研
究
所
を
設
立
し

て
、立
教
学
院
一
貫
連
携
教
育
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、小
学
校

か
ら
高
校
ま
で
の
体
育
教
員
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、研
究
活
動

や
講
演
会
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。そ
の
こ
と
も
あ
って
、コ
ミ
ュニ

テ
ィ
福
祉
学
部
開
設
当
初
の
ス
ポ
ー
ツ
教
員
は
、ウ
エ
ル
ネ
ス
関

連
科
目
と
し
て「
ウ
エ
ル
ネ
ス
福
祉
論
」「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
論
」

「
福
祉
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」な
ど
の
科
目
を
担
当
し
て
き
た

が
、２
０
０
８
年
に
学
部
内
に
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
学
科
を
立
ち

上
げ
、よ
り
専
門
性
の
高
い
取
り
組
み
を
行
っ
た
。こ
の
学
科
の
目

的
は
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
や
ウ
エ
ル
ネ
ス
科
学
を
基
盤
と
し
て
、し
ょ
う

が
い
の
有
無
や
老
若
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
、全
て
の
人
が
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
個
々
人
の
ウ
エ
ル
ネ
ス
向
上
を
図
り
、よ
り
良
く

生
き
る
福
祉
社
会
の
実
現
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
福
祉
学
部
は
、福
祉
学
科
、コ
ミ
ュニ

テ
ィ
政
策
学
科
に
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
学
科
が
加
わ
り
、３
学
科

の
有
機
的
統
合
に
よ
る
新
し
い
福
祉
の
創
造
を
目
指
し
て
カ
リ

キュラ
ム
を
展
開
し
た
。

3

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
学
部
開
設
と

教
育
理
念
お
よ
び
目
的

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
学
部
は
、２
０
２
３
年
４
月
に
立
教
大
学

で
11
番
目
の
学
部
と
し
て
、ま
た
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
４
番
目
の

学
部
と
し
て
開
設
さ
れ
た﹇
図
１
﹈﹇
写
真
１
﹈。

学
部
の
教
育
理
念
と
し
て
は
、立
教
大
学
の「
普
遍
的
な
る
真

理
を
探
求
し
、私
た
ち
の
世
界
、社
会
、隣
人
の
た
め
に
」と
、前

身
で
あ
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
福
祉
学
部
の「
い
の
ち
の
尊
厳
の
た
め

に
」を
踏
ま
え
て
、「
す
べ
て
の
人
の
生
き
る
歓
び
の
た
め
に
」と

新座キャンパス

すべての人の生きる歓びのために

スポーツウエルネス学部スポーツウエルネス学部
College of  Sport  and WellnessCollege of  Sport  and Wellness

2023年４月 新設

［図１］スポーツウエルネス学部新設告知（2023学部案内表紙）



112

明
日
へ
の
試
み

し
た﹇
図
２
﹈。

ま
た
、学
部
に
お
け
る
教
育
研
究
上
の
目
的
は
、ス
ポ
ー
ツ
に
興

味
・
関
心
を
有
す
る
優
秀
な
人
材
を
集
め
、豊
か
な
人
間
性
を
基

盤
と
し
、全
て
の
人
の
ウ
エ
ル
ネ
ス
向
上
と
ウ
エ
ル
ネ
ス
社
会
の
構

築
に
寄
与
す
る
、高
度
な
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
学
の
知
見
と
力
能

を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、育
て
た
い
人
間
像
を

次
の
４
点
と
し
た
。

⑴
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
に
関
す
る
科
学
的
視
点
や
、基
礎
知
識
・

基
礎
理
論
を
、総
合
的
・
学
際
的
に
理
解
し
、社
会
に
応
用
で

き
る
人
材

⑵
人
間
の
適
応
可
能
性
を
高
め
、高
度
な
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト

に
寄
与
す
る
た
め
の
、ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
学
の
深
い
理
解

に
基
づ
い
た
指
導
が
で
き
る
人
材

⑶
す
べ
て
の
人
が
運
動･

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
個
々
人
の
ウ
エ
ル
ネ

ス
を
向
上
さ
せ
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
科
学
的
知
見
と
力

能
を
有
す
る
人
材

⑷
人
間
と
自
然
の
調
和
を
は
か
り
、幅
広
い
教
養
と
国
際
的
な
感

覚
を
身
に
付
け
、指
導
が
で
き
る
人
材

加
え
て
、右
記
の
人
材
を
輩
出
す
る
た
め
に
３
つ
の
領
域
モ
デ
ル

を
設
定
し
た
。そ
れ
は
、ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
達
成
に
資
す
る
高

［写真１］立教大学 新座キャンパス
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度
な
ス
ポ
ー
ツ
科
学
的
知
見
を
有
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し

た「
ア
ス
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
領
域
」、ウ
エ
ル
ネ
ス
に
関
す
る

高
度
な
専
門
性
を
有
し
、全
て
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
ス
ポ
ー
ツ

を
享
受
で
き
る
ウ
エ
ル
ネ
ス
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
的
と
し
た「
ウ
エ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
領
域
」、環
境
問
題
や
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
社
会
に
関
す
る
高
度
な
専
門
性
を
有
し
、ス
ポ
ー
ツ
の

教
育
的
価
値
を
高
め
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
人
間
教
育
を
実
践
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た「
環
境
・
ス
ポ
ー
ツ
教
育
領
域
」

で
あ
る
。

4

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
学
部
の
特
徴
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

身
体
的
諸
能
力
の
洗
練
に
よって
人
間
の
可
能
性
を
開
花
さ
せ

る
ス
ポ
ー
ツ
の
特
徴
は
、人
種
、性
別
、年
齢
、言
語
、し
ょ
う
が
い

の
有
無
等
、人
間
を
区
別
し
て
き
た
枠
組
み
を
、身
体
的
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
共
感
に
よ
って
つ
な
げ
る
可
能
性
を
持
つ
こ
と
で
あ

る
。多
様
性（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）に
満
ち
た
共
生
社
会
の
構
築
に

生
か
し
な
が
ら
、地
域
社
会
、ひ
い
て
は
国
際
社
会
に
お
け
る
平
和

と
友
好
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。ま
た
、地
球
規
模
で

自
然
破
壊
が
進
行
す
る
中
に
あ
って
、人
と
自
然
と
の
調
和
に
基
づ

ススポポーーツツウウエエルルネネスス学学部部理理念念
“すすべべててのの人人のの生生ききるる歓歓びびののたためめにに””

“�普遍的なる真理を探求し、
私たちの世界、社会、隣人のために ”

PRO DEO
E T

PAT R AI

神と国のために

ƐƉŽƌƚƐƉĞƌƐŽŶ�ƐŚŝƉ
respect ŐŽŽĚ�ůŽƐĞƌ

Wellness
global

ƐĞƌǀĂŶƚ�ůĞĂĚĞƌƐŚŝƉ

Sport
ƐƉŝƌŝƚƵĂů

GRITŐƵƚƐ
ƌĞƐŝůŝĞŶĐĞ

ŝŶŝƚŝĂƚŝǀĞ
ƚĞŶĂĐŝƚǇ

ƚƌĂŝŶŝŶŐ

ŐĞŶĚĞƌ

ĂŶĂůǇƐŝƐ

ŶƵƚƌŝƚŝŽŶ
ŵĞĚŝĐŝŶĞ

KůǇŵƉŝĐ
WĂƌĂůǇŵƉŝĐ

ďŝŽŵĞĐŚĂŶŝĐƐ

ŶĂƚƵƌĞ ƐůĞĞƉQOL
ŵĞĚŝĂ

“�いのちの尊厳のために ;Vita dignitatiͿ”

Vita dignitati

立教大学理念

コミュニティ福祉学部理念

スポーツウエルネス学科理念

［図２］スポーツウエルネス学部 理念
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明
日
へ
の
試
みく

ウ
エ
ル
ネ
ス
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、自
然
環
境
の
在
り
方
、中

で
も
エ
コロ
ジ
カ
ル
な
視
点
、サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
視
点
か
ら
ウ
エ
ル

ネ
ス
文
化
の
再
構
築
を
目
指
し
た
い
。

学
部
の
カ
リ
キュラ
ム
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シッ
プ
論
」「
ス
ポ
ー

ツ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
」を
必
修
科
目
と
し
て
、「
ア
ス
リ
ー
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」「
ウ
エ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
」「
環
境
・ス
ポ
ー
ツ
教
育
」

と
い
う
３
つ
の
領
域
に
応
じ
た
科
目
を
配
置
し
て
い
る﹇
図
３
﹈。

学
問
分
野
と
し
て
は
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
、ウ
エ
ル
ネ
ス
科
学
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
科
学
、ト
レ
ー
ナ
ー
科
学
、医
学
、心
理
学
、栄
養
学
、生
理

学
、環
境
教
育
学
、社
会
学
、工
学
、生
物
学
、経
営
学
、経
済
学
、

統
計
学
、比
較
文
化
学
、ジェン
ダ
ー
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

以
上
の
よ
う
に
、ウ
エ
ル
ネ
ス
の
発
想
と
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学

の
研
究
領
域
を
融
合
さ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
学
は
、従
来

の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
や
健
康
科
学
の
範は
ん
ち
ゅ
う疇
を
超
え
た
新
た
な
学
問

領
域
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。Ａ
Ｉ
、さ
ら
に
は

生
成
型
Ａ
Ｉ
が
進
化
し
て
い
く
現
代
社
会
に
お
い
て
、知
識
の
集

積
や
身
体
能
力
の
獲
得
だ
け
で
は
な
く
、「
す
べて
の
人
の
生
き
る

歓
び
の
た
め
に
」を
実
現
す
る
た
め
の
判
断
力
や
洞
察
力
を
養
い
、

「
ウ
エ
ル
ネ
ス
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
」「
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
人
材
」を
育
て
て
い
き
た
い
。

ウウエエルルネネスス
ススポポーーツツ

環環境境・・
ススポポーーツツ教教育育

アアススリリーートト
パパフフォォーーママンンスス

・・生生理理学学
・・発発育育発発達達加加齢齢論論
・・イインンタターーンンシシッッププ

・・ススポポーーツツ社社会会学学
・・ココミミュュニニテティィススポポーーツツ論論
・・ユユニニババーーササルルススポポーーツツ
援援助助技技術術演演習習

・・ウウエエルルネネススププロロモモーーシショョンン論論
・・ダダイイババーーシシテティィ・・ススポポーーツツ論論
・ダイバーシティ・スポーツ演習

・・生生物物多多様様性性とと人人間間社社会会
・・環環境境・・ササスステティィナナビビリリテティィ論論
・・運運動動方方法法学学演演習習（（キキャャンンププ））

・・ウウエエルルネネスス科科学学総総論論
・・運運動動・・ススポポーーツツ栄栄養養学学（（基基礎礎））
・・運運動動・・ススポポーーツツ栄栄養養学学（（応応用用））

・・メメンンタタルルママネネジジメメンントト
・・ススポポーーツツウウエエルルネネスス心心理理学学（（基基礎礎））
・・ススポポーーツツウウエエルルネネスス心心理理学学（（応応用用））

・・ウウエエルルネネスス理理解解ののたためめのの基基礎礎生生命命科科学学
・・ウウエエルルネネスス理理解解ののたためめのの細細胞胞生生物物学学
・・応応用用生生命命科科学学

・・ススポポーーツツ医医学学
・・解解剖剖学学
・・運運動動障障害害とと運運動動負負荷荷試試験験

・・ススポポーーツツ科科学学総総論論
・・運運動動生生理理学学
・・運運動動方方法法学学演演習習（（ササッッカカーー））

・・ススポポーーツツココーーチチ学学
・・ススポポーーツツココーーチチンンググ演演習習
・・運運動動方方法法学学演演習習（（陸陸上上））

・・ススポポーーツツママネネジジメメンントト論論
・・異異文文化化ススタタデディィ
・&RPSDUDWLYH�6SRUW�&XOWXUH

・・ススポポーーツツ工工学学演演習習
・・ババイイオオメメカカニニククスス
・・動動作作分分析析演演習習

・・ススポポーーツツママンンシシッッププ論論
・・ススポポーーツツリリーーダダーーシシッッププ論論
・・ススポポーーツツビビジジネネスス論論
・・ススポポーーツツビビジジネネススココミミュュニニケケーーシショョンン演演習習

・・デデーータタササイイエエンンスス概概論論
・・ススポポーーツツデデーータタ収収集集演演習習
・・ススポポーーツツデデーータタ解解析析演演習習

・・Quantitative Research Methods 
in Sport and Exercise

・・Motivational Psychology 
in Sports and Exercise

・・アアススレレテティィッッククトトレレーーナナーーのの役役割割
・・ココンンデディィシショョニニンンググ概概論論
・救急処置

ススポポーーツツウウエエルルネネスス学学部部ののカカリリキキュュララムム

�
［図３］スポーツウエルネス学部のカリキュラム
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セントポールズ・アクアティックセンター

体育館アリーナ 体育館アリーナ

トレーニングルーム 多目的グラウンド

セントポールズ・フィールド

［写真２］スポーツウエルネス学部 関係施設


